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糖 蜜 の 清 淨 に 關 す る 研 究

　　　　　　　　　橋　　　本

　　　　　　　　　山　　　 下
・

（鹽 水 準製謄株 式會壮新營酒 精 工場研究室）・

言
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聰

男
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　近年  が ビ ク ・ ・ 源 ・ 醫糊 調 料 と して 融 が激増 するや う暾 つ て か ら臺灣 の 酒精 腸 と

於 て も從來廢液と共に 慶棄して 居 た酵母 と醗酵液か ら回收 する事が 盛ん に な つ て 來た 。 塘蜜を原料

とし之れ よ 晒 精の 他 に 薩 物と して 酵母 を回收する場合 に は 糖蜜に 鵬 俵 に 示 すや うな色素が

難 拠 して 存 在す る磯 性鰐 へ られ韮ヒの 髄 鱇 の た め酵 躑 籠 して 黥 曷色撞 つ 効 誤

の 他簾汁中の 膠質物 を構成す る蛋白質 、ペ ン トーヅ ン
、

ペ ク チ ン
、 臘 、鐵、礬土 、 石灰 、 硅酸等 の

不純榊 毓 戦 畝 し不 醍 組 つ た もの が   製品艸 に 混 入 し．て 磯 戸瓏 慨 都 らtL　7n爲
醗酵前に 糟蜜を豫 め溝淨 し て 置 く事が 必 要で ある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　 1　　　 表

　　　　⊂1 ） 植物 色素 　 ア ソ ト シ ア ニ 冶 砂 カ レ チ ソ 、タ ソ ニ ソ
、 メ ラ ニ ソ

　　　　（2 ） で蹕 鱇 　（a ） 翫 齣 蠏 物 　刈 ・ カ テ キ ソ
、 プ 叶 カ テ “ ．t − Pte， グ ル シ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゾ 酸、ア ホ
゜
グ ♪レ シ ゾ 酉凄、フ ミ 冫

ノ

質

　　　　　　　　　　　 （b ）　　バ カ
“

ス 　リグ r．ソ よ リ珂ぐる フ ミ ：／ 物質

　　　　　　　　　　　 （C ）　過熱 iごよ リ生成
』
ず ろ カ ラ メ ル 耳勿質

　　　　　　　　　　　 （d ） ア ミ ノ 酸化 合物

　　　　　　　　　　　　　G ） ア ・ ノ 酸及び ア ・ yt 　 F’の 存在 1：於て 葡er＊m ，
・me二 よ リ分 解 生 成

　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ る もの メ プ ノ イ ヂ ソ （夂 は フ ミ ソ ）

　　　　　　　　　　　　　（ii）　カ ラ メ ル 物質 ご ア ミ ノ 酸化合物 カ ラ メ ラ ヂ ソ

糖蜜の 瀞 を考 へ る 場講 母 が 姓 産物 で 肱 く、飽 く迄醋 継 の 副動 で あ る以 ヒ、斯る1靜
操作が酒精の 收量に 悪影響を及 ぼ さ賻 が 必要で あ 姐 操繍 便詐 難 の 低 勲 事が 癰 しい 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ わ

　此 の 黜か ら考 へ て S．E，　CHARIN 等 の 肩蓼質朕水酸化鐵や活 絶淡 を使用す る 方法或は ．L．　VAN 　DER
　 　 　 （1）
SNIc・・T の 提唱す るや うな刈 ウ L ・54は カ ル シ ー ・ 化餬 と活燬 素で 處葦里する方法購 淨に は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c2レ
効果的で あ ら うが 探用蹶 す ・高 畊 曝士 の 階段榊 縞 静 法 も （鱇 の 除 去 ）作糖 の 黜 唹 て稍

々 難i貼が ある o

饑 の 瀞 輝 ・勲 物・ 除去羸 ・ tr・ 爾 究畷 ・ ・ぜあ酷 が あ ・
． 雕 瞳 離 瞭

Sy・g・nit ・ （K ・SO ・
・C ・SOg ・H

・O ） の 澱 物を對象 と し て 3 種 猷 分Uし 、　 ilヒの 分類 を齪 として 1

番糖蜜・ 2番糖蜜の 各 々 に 就 い て 其の 溝淨 方法を示 した 。 然 し其 の 目的は無機沈澱物の 除 去を目的

と丁 る もの で あ る爲icそれ 等の 清淨 方法に ょ り得 られた 糖蜜液と色相との 關係竝 に 共の 操作が 酒精

N 工工
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醗酵竝 に 副産物 と して得 られ る酵母の 色相 に及 ぼす影響に就 い て は勿論言及 され て 居 らない
。 私達

は 糖蜜 の 酒精醗酵 1τ 於て 酵母 を副産物と し て 回收す る際の 糖蜜 の 清淨 を無機物 の 除去、色素の 除 去

に 重點 を置きゼ 之が 酒精醗酵竝 に 回收酵母 の 純度 （色相竝 に灰分） に 及ぼ す影響に 就 い て檢討を行

ぴ併せ て 各操作に 於て得 られ た糖蜜液の 電氣傳導度 を測定 した の で 此處 に 報告 する。

　　　　　　　〔1〕　糖蜜の 一般成合

使 用 し罎 鞍 は複蝦 酸飽充法 （酸性稀汁法適用）に よ 姓 じた もの で 其の
一
般成頒 第 2表

の 如 くで あ る。
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素
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窒

灰

奄

酸

　表

7．300

．453

．26

［i互〕　稀釋 に よ る無機 沈澱物の 分離

總 固 形 物 　 71158

糖蜜中に は不灘 無機沈澱物 の 外 に 可溶瞭 蹴 澱拗 坿 在 レ 可溶幽 延機沈澱物の イ細 。必 要

黼 蜜の 灘 獣 略 R ・f・・ B… 6… −7・
・

以 上であ 嬾 孀 ・躑 耽 て 居 る所で あ る
。

　私逹 も第 2表の 如 き成分 を有する慶糖蜜に就て 可溶性無機沈澱物 の 分離 に最 も適 した濃度を知 る

目的で 本實驗韋行つ た o

　　　　（i） 實 驗 方 法

糖蜜は ブ リ
‘
’ ° ス 計を以 て 夫 漸 定 の 濃凌に 鞭 し之縫 吩 跚 ，OOO回 轉の S 心鱒 撒 3吩

閂鮒 て 生 じた鰯 畍 離 し

鷽
皺 蹴 て 灰分 ／）灘 を樽 之れ 源 蜜 1… 妙 野 べ ・購

に換算した 。 換算に は 糖業便覽の 表 を使用 した 。

　　　　（ii）　實　驗　結　果

　實驗の 結果は 第 3 表に 示 す如 くで あ る
。

第

　濃 度 （Bx ）

　 　 IO．2

　 　 20 ．1

　 　 29．9
　 　 39．4

　 　 50．4

　 　 60．2
　 　 70．9

，　　 75．9

備考

　 　 の で あ る 。

3　　 表

原蜜 100g　よ リ生
　ず る 溶存灰 分 （9）

　 　 3．1855　（1．3）
　 　 3・工945 （2」0）

　 　 3．0065　（2．3）
　 　 2．6545 （2．5丿

　 　 2．5290 　（3．8）
　 　 2．6060　（2L5）
　 　 2L6990　（．0．9）
　 　 2．6990 　（Q．6）

（）内の 数字 匡 分 離 され 7こ沈 澱 量 を 洗澱
管 の 目盛で 讀ん だ 概數 値 Ccc） た 示 す も

　 4

窪・

馨
、

A
！

o

第 1 圖

一 〜

x ＿ ＿

10　　　20　　　30　　　40 　　　506Q 　．70　　80

　→ 濫度（Bx ）
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）　紬蜜の 清淨 に 蘭する研究

　第 3表の 値を曲線で 示す と第 1鬪 の 如 くなる 。

以 上 の 繍 覡 られ ・樣驥 黜 の 稀撒 よる無撒 澱物 の 融 は B・ 5・
・

鰻 樋 當磁 眠
の 櫞 よ b稍々低 い 値を示 ・・ ゐ ・

・ 之れ ・ ？3kら く黜 嬾 類の 韃 ・ ・蝿 の ・駄 れ ・
．

・

数 以上 v）　
’
knく稀齪 よ 購 翫 嬾 蜜蹴 て 3s・ c 麓 氣騨 威 醗 した系撫 第 蟻 蜘

くで あ る 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

電氣傅髄 喇 定蠅 眠 灑 鮴 式 會溜製 ・ も・馴 麟 が 糖出 ・就 ・誓 儺 し。 もの 、同
一

で ある
・ 黴 舶 鑼 鍬 礎 狛 金黼 徽 鞭 用 し糯 恒數は 2・．6 驚 つ た 。

　　 第

濃度 （B め

　 9．96

　 20．Ol

　 29．80

　 41．60

　 50．5J

　 60．10

　 70 ．10

　 77，王o

4 表

比 傅導度

9．63x10 − 3

！5．09　 ”

16．55　 ”

15．09　 ”

U ．84　 ”

7．03　 ワ

3．41　 ”

1．5i　 ”

　之 れを曲線で 示 すと第 2 圖Okfi　〈なる 。

　之れ よ b見 る と電氣傅導度の 極大値は Bx
　　　　　　　　　 り
30・

附近 に あ る
． 此噛 驪 嘱 男韈 蜜蹴

い て 行 つ た騾 殿 く
一

致 レ 山根曲 糖 汁

の 混合汁に就て 行 つ た 實驗と よ く似た糸i裸 を

示 して 居る 。

　 比

　傳

　度

（35
°c ）

　 ↑

　 第　　　2　　 圖

）（ 10−：・

20　　40　　60　　80

　　 → 濃度 （Bx）

CIII〕　稀釋加熱 に よ る無機沈澱物の 除去

・ 孅 ・・ 繍 澱物謝 蹴 ・ ・P 庵濃 r1驫 告瞰 れば期 搬 ，慨 、。 。鰍 。 ，レ

シ ュ 冖 ム
・ 硫 酸鯉 ・職 ナ ト リ ウ ・ 驚 ・ ・ 今欝 の 化舗 ・珈 ・對 す踏 解蹴 示 す 梯 畩

の 如 くで あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　5　　 表

　　　　　　　、9、

°
° 1°

° 2°
° 3・° C・

° 5・・ 6。・ 7・・ 8。
・ ee・ 1。。

。

硫 酸 加 晃、

7・359 ・・211 ・・ 12・97 ・4・・6 ・… 18．・・ 19．・521 ．、 22．， 2、．1
暇 カ ル y ＝

一
　ft。、 °・17・ 9　 °・1・28 −

　 ．… 。・… b・・ 一
・・。… 19麁 ＿ 　＿

。 16、9
礫 湘 ウ ム 4・679 ・・82 ∩・・ 4・・95 ・8… 46・7・ ・5．2・ ・蜘 43。・ 、2．664 。26

之 よ り考 へ ると鞭 ゆ 3 櫻 無蹴 勦 トの 2齢 は 60・C 以 ヒ・縢 す ・事。 よ り溶鰻 力：
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渺 す るか ら騰 に よる溝淨の 効果 は騰 し 得 る の で あ るが 糖蜜の 場舗 維凝 勦 其の 中に

S・… 1・it・ が係 した 喊 は 之9Lと  哩 の 澣 する髄 場舘 D ・A 。賜 徽 せ る S，。、e。iぜ11’
の 併 に・腰 な囃 〃哩 の 1貼 黼 嫩 如擁 磯 唄 一 た S，。、，n ・・。 ・p　a．、職 撫 溶撥 醐 よ

拷 へ られ る謙 雌 の ．ヒ昇は S・ngeni ・・ の 黻 に 必 要毓 勳 哩 の 限膿 蹴 離 る麟 却 つ て

Sy ・ geni・・ の 解蹴 招 く櫞 を生す 婀 能煽 ・あ る の で 騰 」 ll竊 問 、 加軸髏 には充肋 鑢

が 必要で あ る ・ 私嵐 揃 顯 胴 樣 ・）試料蹴 い て 繍 唏 淨 に 及 騨 効果蹴 て 實轍 行 つ た 。

　　　　（D 實 驗 方 法

糖 蜜を約 B・ 50°

に 驪 し ・ 其の 80m 聴 30Dmじ 三角 ・ ラ ス ・ に M ・還流 脚 髄 附して 電氣

恒薀 刪 重鳳 れ 喉 の 温度に 昇澀後 塒 間保つ た後直ち越 心分離黜 ・ か け 、 掬 ・上澄液の
一
定量

蹴 て灰分 を測定 し た ・ そ して 其の徹 單晞 釋 の みで 實驗 α ）と同樣 の 齪 を彳抛 て 鮒 を測

定 し娩 と？比に 10陵 乘 じて 1望栫 灰 分雌 した 。 從 つ て 此卿 〔の 低曜 よ く沈澱紛 蹤 れ て 居

る譯で あ る
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　　　　（ii）　實　　驗　　結　　：果

z’1　Eoan くして 行 つ た 實驗の 結果は 第 6 表 の 如 くで あ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　3　　 圖

　　　　　　　　　 6　　　 表　　　 第

濃度（
°c）

　 99

　 90

　 80

　 70

　 60

溶
’
存灰 分比 （加 熟 ／礬 照）x100

96．9093

．4998

．1899

．5299

・3
，
5

　 100

溶
存　98
灰
分　96
比

％
　 94
↑

　 92

O
60 70 80　　　　 90　　　　 100

　 　 → 盈度（
° C）

　之 れ を圖で表は す と第 3圖に 示 す如 くに なる
。

以 上 の 結果に 見られ る如 く本言式料に就 い て e・k 加熱 嘸 機学纖 物の 分離に 働 で 其畷 適温躑 ま

90°C で あ り之れ よ り高温 に なっ て も低盗に な つ て も沈澱は急激tC溶解する傾向が わる 。 以 トの 郊

くして 清髄 行 つ 蠑 蜜に就 ぎ 35° C で 驫 騨 膿 測定 した褓 は第 7表の 如 くで あ る 。

　　 第

褞．度 （
°c）

　 30

　 60

　 70

　 8∩

　 90

　 99

7 　　表

比傳導度

1LO6 × 10
−

：

10．97 　 ”

11、10　 ウ

10．99　 ウ

】0．91　 ”

10，06 　 ウ

　 　 　 ’

　 x 濫0

比
1L5

傳 1Lo
導
度 1Q．5
〔D
監310．Oe

↑

30　　　　60　　　　70　　　　80 　　　　90　　　　100

　　　　　　　　 → 　處理灘度（
OC

）
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　之れを圖 に 表は す と第 4 岡の 如 くなる
。

　以 h の 結果の 嫡 く稀釋加熱の 清淨 を行 つ た糖蜜の 電氣傳導度は 處珊 駐度に關係 な く略
一一’Xiの 値 を

示 し單 に 稀釋清淨 を行つ た糖蜜よ りも僅か に 低 い 値で あ る
。

　次 に 屡考の 爲糖蜜を約 Bx　50°

に 稀釋し遠心分齧隹を行ばす に各温慶に 於て 電氣傅導度を測定 した

結果は 第 8表竝 に 第 5麕！に 示 す如 くで 明か に 電氣傳導度は温度 と共に 略直線的に 増加す る
。

　　 第

盗度（
。 c）

　 30

　 50

　 60

　 70
　 L

　 80

　 90

　 97

8 　 表

比 傳導度

10！12xIQ −−a

16．54　 ”

20 ．29　 ”

23．85　　” ．

28．31　 ”

32．59　 ”

35．06　”

　吹 に加勲時問の 影響を 見 る 爲最適浬度 90

° C 、
1時間 の 加熱時問 を更に 延長 して 前同樣

の 實驗 を行 つ た結果を示 す と 第 9 表 の 如 くで

あ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　9

　　　　 　　 加 熱時 間（時）　　　　　　浴存灰 分 比 （％）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　　 93．46

　 　 　 　 　 　 　 　 3　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 97β3

　　　　 　　　　　5　　　　　　　　
「
　　　　98．72

xlo
−−s

　 37

　 33

比

傳
29

導

度 25

↑
　 21

　 17

　 i3

　 0

第　　 5　　 圏

表

．30

一

50　　6〔〕　　70　　8（1　　90 　　　100

　 　 　 → 測定温度（
◎C）

電 氣傳導度

10。9垂XIO
−：；

10．69 　 ”

’
10．66　 ”

　之 よ り見る と 90° C 、 1 時閙以 内の 加熱は 無機沈澱物の 除 去に は最 も良 く、 之 よ り時間 を延長す

る と却 つ て 結果が悪 くなる
。 而して 電氣傳導慶は加熱時聞の 延 長に よ り殆ど變化が見 られな い 。

　　　　　　　〔W 〕 稀羅逋 氣加熱に よ る無 機沈澱物 の 除虫

　稀釋 加熱 を行ふ 湯 含察氣を通 じなが 、ら加熱 を行 ふ効果 IC就 て 實驗を行 つ た Ω

　　　　（1 ） 實 驗 方 法

　糖蜜 を約 Bx　50つ

に 稀釋 し、此 の 100ml を 300　ml の 三角 フ デス コ に 入れ 、 三…角 フ ラ ス コ に は
厂

2本 の 稍子 の 曲 管を附 した ゴ ム 栓をは め 、9）℃ の 電氣恒濫槽に 保 つ た 。 曲管の
一一

方に は ア ス ピ レ

ーターを邏結 し他 の
一力1か ら塞氣を導入 せ しめ た 。 通氣は 90° C に 昇温後所定 の 時間保 つ た 。

ア ス

1
ピ レ

：
タ ーよ り出る水 量は毎分約 2．5L に 保 つ た。 通氣 1こ よる蒸發の た め液量が減 少 した分は 通氣

終了後同温慶 の 蒸溜水を以 て 正確に 元の 容 量に 補正 を行 つ た o 斯 くて清淨 を終つ た 糖蜜は直ち に遠
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心牙離を行 つ た後上澄液に就て 灰分 の 測定 を行 ぴ 、 之れ と通氣を行は すに 同様に加熱を行 つ た糖蜜

の ・曜 洳 蹴 て 灰分を測寧した値との 比 va・100を乘じ て溶存灰分比 と した 。 彳ncつ て 前實驗同謙 此

の 値の 低い 程無機沈澱物が よ く分離 さ れた事 を示す もの で ある
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 丶

　　　　（　ji　）　　　
’

費　　　驗 　　　結 　　　　

以 上 の如 く し て 行つた實驗結 果 は第9 表 の如 く であ

。 　　　第 　

　 9 逋氣加熱 時

（ 分 ）

　 　 20

　 　 　 如

@ 　 　 60

　 　 　go

　　1
　 　表 溶

灰 分比（％）

　
95

．70@

・85．4

　83．8

　86．8

　91 ．11 　之 れを鬪 で 表は すと

6

の如く な る 。 P 　 以 上 に明らかな

に 鞠 しっ幼 B 熱する事 によ り 更 に無機沈

物 の除 去 する 事が可能で あJl ， 其

最 適時

は
60

である

　

溶

J ・・

盆 ・・

％8

@

@8 8
o 第 6

  204D 　　 　　　

　 　 ノ 60　

　　 80 　 　　　100 　 　 → 時間（ 分） 此 の場 合の 電 氣 傅導慶 は第1 畩・ 竝va

7 圖 に

蜘 くで通躑繝 に

殆 ど 影響

れ な い。

　 　 第

ﾊ 氣 時間

分 ）

　2 　　

　　

　　90 　
12

10 　 　

比傳導凌

0．78）ぐ 1|310

．

　 ”

．60
”

io
．90　”

0 ．

　 ” 檬

E C

… （ 3500 ） 　 工 0 曾 0 　 ↑ × 10 − 3
了 圖 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　　　　　0 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　 　 　 　 　　 　 20 　　 　 　 40 　 　 　 　 60 　 　 　 　 90 　 　 　　 120 　　　　

　　　
　
　　　 　　　　　　 　 　　　　　 　　 　　　

　
　　　　 　 　 →蒔間 ⊂分） 　以． ，E實 驗〔

l 〜 〔 N 丿 を 綜 合 す る に

2 表の 一 般 分析に 示さ れ た如 き複式 炭 酸 飽充法（酸 性 稀汁 　 　　　　　　 　 　　 じ

川） 鳳 姓じ た 麟 蜜の瀞 を鯲沈澱物 の 除 去re 就 て のみ 考 へる な ら ば 1
k づ約 B ・ 50 ・ に 驪 し

之れ蜘熱9 ・℃に 昇温後

雕 飾 塒 開 繍 絎 つ 醸 遠紛 離を行ふ の
鋤 果的 で あ る・ 而 して電 賄 鞭 は一一一 ・ e ・ B ・ 5 ・ ・ で驪 瀞絎 つ 巖齣嚥或 は 通 氣 加辮

淨
操 作を 行つても 僅 か に減少 が 見 らt ・砂 みで 詫 縫 工場鯡の 標準とするva は黝 があ

る

の

奄ﾖ る・殊 に通氣操髄 行つた 糖蜜の繍 傳導 度は

すし嵌
分
量と 比 例 的 關 係 が 成 立 しな v ． 。 L二 〔 V 〕 　 各
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　糖蜜を加熱する場合 、 糖蜜中の 膠質物が 凝固沈澱 し 、色素の
一一SSも除去され て 色相が良好 となる

事ボ考 へ られる が
一
づ ノ加熱 こ よ る著色の 可能性 も考へ られ る。 從 つ て 以 上 の 各清 淨操作が糖蜜の色

相に 及 ぼ す影響を知 る 目的 を以 て 次 の 實驗を行 つ た 。

　　　　（1） 實 驗　方 法

　色相の 標戦 して 葡萄糖 59 を棒量し 、之れ を加 熱 して カ ラ メ ル とな した 後混蒸溜水約 200ml を

以 て 藩解し 、冷後 250tnlとした もの を使 用し、實驗中は總 て阿一一
の 標準液を使用 し た 。

比 色す べ ・

き試 料は 10ml をと り、 之れに 蒸溜水 20　ml を加 へ
、 長 〜さ 10cm の 觀測管に 入れ デユ ボ ス ク の 比

色 計を以 て 比色 し ． 標準色 と試料の 比 を以 て 色度 と した 。 從 っ て 此 の 値の 小 さい 程色相が良好 で あ

る と云 ふ事 に な る 。

　　　　 （ii） 實 驗 結 果

　（1 ） 稀釋加熱に よ り清淨せ る糖蜜の 色度

　 實驗 〔1〕第 6表の 試料に就 て 色慶を測定 した 結果は 第11表竝 に第 8 圖に 示 す如 くで あ る
。

第　　 11

加熟濫度（
°c ）

　 99

　 90

　 80

　 フ0

　 60

響　照 　液

（加 熱 ぜ 針）

表

色 度

　 1．323

　 L177

　 1．286

　 1．331

　 L499

　 ！．＆48 ，

博

　
潟

　
卩

　
騰

　
捕

　
M

　
爲

　
　

　
　
色

度
（

標
準

／
試
料
）

↑

蛇

　
U

O

第　　　8　　 圖

　以 上の 結果 に 見る如 く、稀繹加熱

を行ふ 事は色素の 除 却 亨も都合が よ

く寡の 最適温度は 1 時開以内の 加熱

で は 90° C で あ る。 次に 90つ C に 於　　　　
．
　 封照液　　60　　 70 　　 80　　 go

け る縢 黼 硬 誕 長 し た場合の 　 　 　 ．　 　 　 　
→ 醜 の

色度の 變化即 ち第 9表の試 料の 色度は第 12表の 姐 くで 殆ど變化が見 られ ない。

　 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　12　　 表

　　　　　　　　　加熟 時 間 （時）　 　 　 ゴ 　 　 、 3 　 　 　 5

　　　　　　　　　色 　　　　　　　度　　　　　　　　　　1．177　　　　　　　　L188 　　　　　　　　L145

　（2）　稀蹕通氣棚熱に よ り清淨せhる糖蜜  色度

　實驗 〔W 〕、 第 9 表の 試料に就 い て色度を測定 した 結果は第 13表竝 に第 9 圜 の 如 くで あ る。

　對照として 通氣せ ず に 同淵度に 加熱巴た糖蜜の 隼度も測定した 。

99
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●

曹 ’

〆

〆
〜

　　　　第　　　13
「

邇、氣時閻（分）　’・色 度

　 20　　　　　　 L318

　 40　　　　　　　　　工．232　一

　 60　　　　　　　1．288

　 90　　　　　　　！．566

　 120　　　　　　　　　1．428

　 　 　 丶、　 　 ＼

（橋承 、 山下 ） 鞭 の 清淨 に 關 す ろ研 究

表

對 照 色度

1．1701

．0111

．1231

．264

．L184

　　　以 上 の 結果 を見 る に通氣しつ S加熱する

　　事は 單 に
．加熱す る よ りも糖蜜 を着色せ しめ

尸
　 る事が 明かで ある 。 然 し慂氣加熱は無機沈

　　．澱物の 除去に は有効 で あ るか ら此の 程度の

　　著色が許さ れ る ならば40〜 昏〔吩 の 間で 通氣

　　加熱を行 ふ べ きで あ らう
。

〔VI］ 酵 母 製 造 試 驗

色
度
（

標

準
／
試
料
）

↑

・
第 9 圖

。　 767

90　　　
’．12Q

→ 時 間⊂分）　　　 r

　　　勲 〔・〕・− rN）・… 殕 淨・た総 が製躍 驟 厳 す鞭 織 歔 曙 驗を行うた ．

・

　　　　　　 （i ） 實 驗 方 法 　 　 ．
　　　　　　　　　　　　 」

　　　實驗には次 の 3種の 清淨e る糖蜜鞭 用 した
。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、．

　　　　
N °・1B ・ 5°

°

臑 町 9・° C ・ ・c 昇翠後同繼 で ・劇 鰤 を行 つ た後齔 、鑼 せ る もの
・

・
　

N °・2B ・ 5D°

‘・鰓 し 9D°C に 昇盤 驪 腺 1 繝 保 つ た 後遠心分離せ る もの

　　　　 No．3　 Bx　50°

に 稀釋 して 遽心分離 を行 つ た もの

　　　
以上の 如 く

、
して 清髄 行 つ た糖蜜を B ・ 18°

廰 釋 し 之れ 絡 3L 宛 5L 岼 厳 頸 。 ラ 。 。

‘

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス

・ 1
丶

焔 2°m 碗 を 1°°m1 の 三角 ・ ラ ・ ？・・Z 入蟐 灘 よ 畷 菌し知 醪 と酒St・・使肌 た
． 酵

’

　　
母 蟷 工場保存の N 。 26 鞭 用 L た ・ 培融 酒母 、醪 共72繝 常溜 で 行 っ た

。 醪 鯲 ける   の

　　
墸郵 艫 し つ 哘 つ た膣 氣は騨 総 5 ・毓 醪 臆 1齪 鯲 樋 じ巖 敵 導入 した

。

　　　培養が 終れ 縣 飜 飃 ’

吩 艦 行 つ ・総 竕 ・す・ 約 3・・ml の 黐 凝 以 て 3雕 滌し醸 蒸

　　發皿 囀 く鮒 之 を融 轍 撒 瓶 6・
・ C で 飆 しつ U5 繝 轢 し た欲 嚥 發皿 繝 著鶻 ．

　　鰓 を剥脱 し ・ 更に 6°℃ で 18黼 再 乾燥し巖 灘 孚L鉢中で 讎 し 49D・目の 鰍 醐 て 一定 の 細

　　か さ とな し試料 に 供 した 。

　　　酵母 の 艶 歟 の 蝦 L て 行 つ た・ 各酵母は 鰍 物 ・齷 し て 0．・811、 と り之縫 囃 の乳鰰

・ L で lml の 魏 ・k 跏 へ て 充分齢 し之濠・ を3・塑 鑼 水
‘
23m1 眼 合、充分讎 した 後 1・。m の

　　糊 髄 翻 し デ ユ ボ ・ ク 比鰍 で 蹶 る だ 腿 慰 艶 を行 ・ た 諌 鞄 として は ． ，。 環 粉末

　　藥騰 母 ・゚°85°・ を聡 ・ 齪 した もの を蜘 し謂 鰾 準色砒 を以・tStweXPtした 。 從反
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，

　　 　　 　　 　　 　　　
°

　　　　　　　　　　　　
’
　 t

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’　 ノ　　 　　 　 　　 　　 ，
（橋本 ・ tli

’
下 ）．糖蜜の 清淨に關 す る研究

此の 値の 高h 程負が淡い 事 に なる。

　　　　（　ii　）　　　實 　　　　 驗　　　　糸吉　@

　果 　 （ − 1 ） 肉

的觀察 　　 No ， 1 　赤 褐色 、試料中 最も

色多し 。 　 　 No．2　淡黄te 　 ，．試料 中最

純慶高 し o 　 　No ． 3 　 灰黄色、何となく不 純

なるを 覺ゆ。 （2 ） 糖 蜜の 灰分とそれ よ り得られ た酵
母

灰分と の關 係’ 培 養 液中 の灰分とそ れ より得ら れた酵母の 茨分との關係 を 示す と第1

\の如くであるS

　清　淨 　方　 法 No ．

i 稀釋、 遘氣加 熱 ）

．2⊂稀 釋、加熱

N

D i稀釋）

氏 @ 驗 第

14 　　表 培 養液の

分 　（9／

0nil ）

　 0 ．506

@ 　 0 ． 5
　　 0 ． 57

酵 母の灰分

（ 無 永物中の

） 　　8

27 　

　 7．

　 　8 ． 83 　 （ 3）1 比 　色 　 實 驗〔 N）の第9 表竝に 〔y 〕の第13 表 に見る郊 く

蜜 を通氣しつN 加熱す る事は 單に加熱する より も 無
機 沈 狸物は 少くな るが着 色慶を増 す 鋏點が

る 。然 し 此 の程 度の着色 が製品 酵 母に影響 す る も の
か

うかを試驗した結果は第15 表の如く である。 　　 　

　　　　　　　　　　　 　　第　　　15　　表 　　　　 　　　　清　淨　方　法　　

　　　　　　　 酵母の色度　　 　 　　　　着色順位 　　　
　
　　　No・1（稀釋、通氣加熱）

　
　

　　　　　・（ ）．499 　 　　　 　　　　　　’1 　 　　　　　　Nq ．2（稀釋、 加

）　　　　　　 　　　1 ．028 　 　　　 　 　 　 　　3 　 　 　 　 　 　

N ・ ・ 3 （ 稀釋） 　　「 　　 　 　P ． 781 　　　 　 　 2 以 嬪驗   ヴ （3 ） を綜合

るに 培 養 測 の 灰 分 は必すし蠏 母の 灰分 と 眦 例 しないが 單 な る 稀 鄲淨で跡 珊藤

眼的 觀察 か ら 溯か であり ・ 且 灰分の 職多 噂 力 ・ らも 首頷賺る 。 次 廰氣 騰

よ り 勵 ・ した鱇 醐力 ・ 曙母傭腋 著 し く 勵 ・ する齣 が あ り眦の機曝

磁蝉瑚 し ・ 癬母の紛・ 影 響
鰥

さ加筋繍操作は瞞継に於け る 饑 嚇 淨

洙とし ては探用 禺來 な い。 　　 　　　　　〔VII 〕酒縞 醗酵 試 驗 ． 既 に 緒 言で述 タた や

に 酒 精工場に於ける 酵 母 製晶 は副 産 物と し て生 産 さ れ
る の で あ る から 以上 の館溝淨操作

酒黼醐鐚影 響
を

ぼさぬ
郵
ξ腰 で あ る 。 從 つ て期 影響を知 る た め ；c・k の 實 驗
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　　　　（1 ） 實　驗　方　法

　 　 i

鰍 し囎 蜜は前實驗 〔旧 胴 樣 顳 で 、幸韓 し て 瀞 を行訪 法は從和 陽 で 齟 され 砺

る方法で あ るか ら別に 對照試驗は 行は なか つ た R 各清淨 した糖蜜は約 Bx　18。

に 稀釋し 、 之れ を 1L

竝に 200ml　F．fiフ ラ ス コ に 夫 々 20DmL20m1 宛 を入れ常法 に よ り殺菌 し疫後醪 と酒母に使用し

た 。 使用酵母 は實驗 〔W 〕 と同様 No ・26 を使 用し 、 之れ を 3 冂閙 30℃ で 培養し 、 得 られた沈澱

nv母 つ 20ml殺菌蒸溜水懸濁灘 嚠 で 移植 し 、 畷酵髄 附し 30・ C で waev試驗を行 つ た 。 醸酵液

中 の 窒素は ミ ク P ・・t・　一ル ダ ール 法で1貝掟 じた。 ，

　　　　（ii） 實 驗 結 果

　醗酵に供 し て 試驗液g　fi析結果は第 16表の 如 くで あ る
。　　　　　　　 ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表

　 清　淨 　方 法

No ・1 （稀 釋、：邁氣 加 熱 ）

No ．2 （稀 釋 ，加 熱）　・

No ．3 （稀釋）　一

　　 第

濃度（Bx ）

　 18．90

　 19．11

　 19．Q3
』

16

總糖分 、

14．3313

．9114

．13

窒　素

0，08210

．08240

．0823

灰　 分

．0・810

．910

．99

・
　pH4

．304

・073

．90

次 鰺 緻 字 として 蹴 100斤よ 賂 揖淨 桁 つ た 後得 られ獄 驗液の 額 （SWIJ値痴 獻 驗液

乳00ml を作る に必要な原蜜の 量 （計算値） を示 す と第17表 の 妬 ぐで あ る 。

清　淨　方　法

No ．1 （稀釋逋氣加 熱）

No ．2 （看昏釋1力囗熟う

Ne．3 （稀釋）

第　　　17

試驗液 の 濃度

　 　（Bx ）

　 　 18．36

　 　 18．51　　 ／

　 　 18．38

、表　
’

原蜜 100 斤 よ リ
彳辱』られ る 試驗液
の 容 量　（L ）

　 　 329．288

　 　 238．948　　　 」

　 　 248．336r

欝
畿

鰍

繊

　　　　　　 備 考 ・ 原 蜜 10。斤 よ リ得 られ ろ 試驗液の 量 tt　 N ・．3＞ N ・．2＞ N ・ 1 の ）lval： 多

　　　　　　　　　　
い ので あ る が N α 2 鮮 験液嘘 度・

｛少 し勘 り 鳩 N ・・2＜N ・ ．1

　　　　　　　　　　 E な つ 7こもの で 之 れ な No ．1 ぜ 同 じ濃度 の 量 に換貿す る ピ 240，B60L

　　　　　　　　　　 e7S リ明 か に No．2 の カが 多 くな ろ。

　 　 t

第畩 中 の 蠶 観 る 峰 讖 灘 大差 ・・ な い の で あ ・が 第
17表・ 見る 如 1試藤 1・… 酢

る た め ec原蜜は N ・・1＞ N ・・2 ＞ N ・・3 の 順に 多く使用し て 居る の で あ るか ら若 し N ・．・3100 　ml ．

中に O・08239 の 窒素が 含まれ て 居 る もの とすれ ば當然 庶U に は e．08649No ．　2 に は 0．0843．　9 含

ま る べ きで 明か va加熱 通勳 嚥 の 操作 に よ 膣 素繊 少 した事力懈 る 。

・i・　 N ・．3 の 窒糶 を 100
「

と一して 減少奉 を算出する と次 の 如 くなる。

　　　　Ng ．19S3 ％
1・．
　 N ・ ．297 ．6％ 　 N 。．3100 ％

次醐 上の 試au の 飜 瀬 の 徽 聯 18表鋤 くで あ る
。

N 工工
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滴　浄　方　法

No・1 （稀釋加熱通氣）

No ．2 （稀繹 加 熱）

N く｝．3 （稀釋）

濃度

（Bx ）

4．584

．634

．63

（楙 曲 下）
』
擁 ゆ 清淨に蹴 る研究

　　第

　酒精

（VoL ％）

　 7．61

　 8，50

　 8．32

18 表

pH 　　 殘糖 分

4，03　 ．

4．194

．06

LOOO

．980

．99

鹸 酵

歩合

82．4794

．9691

．50

醗酵

　 　　 CO
！

日數

3　　　 11．8

3　　　 1L7

3’　　 1L6

原蜜 Ioo斤 よ

り生 す る無永

酒糟　（斗）

　 　 1．12

　 　 1．24

　 　 1．22

　以上の 姐 く稀釋加熱の 清淨操作 を行 つ た糖蜜は醸 酵歩合 、 酒精收量共に 最 も良 い 結果 を示 し、通

氣加熱の 方法は最も不良で あ つ た 。

　　　　　　　總　　　　　括

糖蜜の 酒欄 瞭 於 て 酵髄 副齣 として 颱 する 目的を以 て 複式炭酸鯱 法（酸性鮒 法適用）

の 廢饑 の 瀞 を牌 ・ 稀耡 嚥 稀鼬 氣力囗勳 訪 灘 就て 髄 を行 餅 せ て そ構 糖獅 電

氣囀 度の 測定 を行 つ た． 其の 結果 をStk勺すれば次 の an・〈で あ る 。

（1） 鞭 礁 蠍 勤 の 除 去・・tex・ 除 去 、 醂 灘 燭 する影響の 三黝 、ら見磯 も翩 な

　　　　鹸 を示 し鯖 酷 灘 先づ轍 を約 B ・ 50°

｛礪 釋 し 、 次 に 之繊 加熱 し て 90・C と

　　　　な し同温度 に約 1時問保 つ た後違心分離を行ふ 方法で あつ た 。

！2 ） Mk の 楙 鯲 て 9・℃ に 昇va後通氣し つ 洞 皷 に ・黼 保 つ 撒 嘸 蹴 澱物の除 去

　　　　
に 瞭 もよい が 離 羅 伽 よ り饑 の 著色を厭 し ：之れ 礫 購 母 の 饑 に 悪影響を

　　　 及 ぼ し 、 酒精 の 牧量 も低 下 する 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

（3） 驟 黜 脚
B ・ 5・？

・me し ・ 遠心購 を行紡 法は鞴 廠 量滋 ・製品酵母の纖

　　　 （色度 、 灰分）か ら見て 伺不充分で あ る
。　　

’

（4 ） 體 の 電氣囀 慶蹴 て は約 B・ 5・・

晞 釋 ． re心艦 の 瀞 を行 つ た もの と、 驪 加

　　　熱 欄 通氣加辮 砺 法で 瀞 顰 つ た もの と眦 較する に 繍 騨 度雌 旅 1咸姥

　　　來す筋 で ・之れ を鵬 鯡 の 騨 とす るの は難 しい の で は ない か と考 へ る 。

　　　本 實驗の
一
部に 昭 ip　16rp　7 月第34回 臺澱 醸逡研 究會に於 て 報告 け こもの で あ る 。 ．

　　　糊 に 晦 撒 中繍 御轆 鳩 リ し作 ・紅 楊舳 塙 橋驪 搬 醇 く感謝 。 ． 階 ，、6劇 月）
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